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上水道を使用中の皆さまへ 

水道料金改定のお知らせ 
令和４年１０月使用分（１１月請求分）から１０％引き上げます。 

【新料金表】（税込） 

【新料金算定方法】（税込） 

（基本料金＋超過料金）＝1,210円＋151.25 円×超過水量（㎥） 
（※１０円未満の端数は切り捨てる。） 

 
（例）２５㎥使用した場合 1,210 円＋151.25 円×17 ㎥＝3,780円 

 
 
○主な使用水量における新料金と現行料金との差は以下のとおりです。        ※税込 

使用水量

（㎥） 

新料金 

（円） 

現行料金 

（円） 

差 

（円） 

使用水量 

（㎥） 

新料金 

（円） 

現行料金 

（円） 

差 

（円） 

８ 1,210 1,100 110 ３０ 4,530 4,120 410 

１０ 1,510 1,370 140 ４０ 6,050 5,500 550 

１５ 2,260 2,060 200 ５０ 7,560 6,870 690 

２０ 3,020 2,750 270 ６０ 9,070 8,250 820 

２５ 3,780 3,430 350 １００ 15,120 13,750 1,370 
 

【新料金の適用時期について】 

○次の表のように令和４年１０月使用分（１１月請求分）から新料金表による水道料金を適用します。 

使用月 

（請求月） 

令和４年８月 

（９月請求） 

令和４年９月 

（１０月請求） 

令和４年１０月 

（１１月請求） 

令和４年１１月 

（１２月請求） 

料金体系 

    

使用水量 現行料金 新料金 

基本料金（８㎥まで） 1,100円 1,210円 

超過料金（１㎥につき） 137.5円 151.25円 

現行料金 新料金 
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 安心・安全な水道水を、将来にわたって安定的にお届けするために 

公営企業である水道事業は、独立採算制を基本原則とし、その事業費を皆さまから納めていた

だく水道料金で賄っています。本組合では平成１０年の料金改定以来、経営の効率化、健全化

に努め、料金を据え置いて経営を維持してまいりました。（消費税率改正による改定を除く。） 

しかし、近年の人口減少による給水人口の減少や、節水機器の普及などもあいまって、料金

収入の減少は抑えられないものとなっています。一方で、昭和４８年の給水開始から約５０年

が経過し、浄水場や水道管などの水道施設の老朽化が進んでおり、更新や耐震化対策のために

今後、多額の費用がかかります。 

令和元年度に「八代生活環境事務組合新水道ビジョン」を策定し、中長期的な見通しの試算

を行った結果、現行の料金のままでは必要な工事を行うことができなくなり、経営が成り立た

なくなると予測されました。必要な工事を先延ばしにしてしまうと、腐食による水道管の破裂

や設備の故障等により、漏水や断水が発生したり、水質が悪くなったりする恐れがあります。

また、急激な料金の値上げを招いたりと、将来世代へ大きな負担を強いることにもなります。 

経営努力だけでは収支の改善が困難な状況になっていることから、今回２４年ぶりに水道料

金の改定をさせていただくこととなりました。皆さまにはご負担をおかけしますが、今後とも

一層の経費節減、効率的な運営に努力いたしますので、ご理解、ご協力をよろしくお願いいた

します。 

 

水道施設の更新や財政状況について、中長期的な見通しを立てました。 

１．水需要の推計について 

将来の水需要は、給水人口の減少傾向や節水意識の高揚などにより、減少していく予測にな

ります。 

令和１０年度には、給水区域内人口３３，１０２人、給水人口２３，１４３人にまで減少と

予想しています。 

水需要についても年々減少しており、令和１０年度で一日平均配水量９，４３４ｍ3／日、有

収水量６，８１０ｍ3／日へと減少する見込みになります。 

このことから、給水収益（水道料金収入）についても、今後も減少傾向が続いていくという

予測になります。 
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将来の人口の予想 将来の水需要予想 
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２．水道施設の見通しについて 

水道施設の更新にかかる事業費を試算し、将来の見通しを立てました。 

その結果、令和１８年度から令和２２年度を除いた各年度の総事業費は、約２億円となりま 

す。これは近年の投資水準（約１億５，０００万円）から比較しても多額の費用が必要となる 

ことになります。 

また令和１８年度には、浄水場及び導送水管の更新時期を迎えるため、令和１８年度から令 

和２２年度までの総事業費は更に膨れ上がる見込みになります。 

※今回の試算は、管路更新基準を６０年に設定し、各年度の管路整備費のばらつきを平準化、管路のダウンサイ 

ジング化を実施したうえで行っています。また、浄水場、導送水管に関しては、耐用年数を６５年とし、令和１ 

８年度から令和２２年度までの５ヵ年計画にて実施予定としています。（今後調査を行い優先順位や更新時期を 

検討します。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．財政状況の見通しについて 

水需要の減少や将来の施設及び管路更新を考慮したうえで、財政状況の見通しを立てました。 

収益的収支の経常損益は、全体的に見て黒字なものの近年の実績から比較すると減少傾向にあ 

り、令和１０年度と令和１７年度には赤字となる見通しです。また、水道施設及び管路の更新に 

伴い令和１３年度には、内部留保資金が底を突く状況となっています。令和１８年度には、浄水 

場及び導送水管の更新時期を迎えるため内部留保資金を積立てる必要があり、早急な水道料金改 

定が必要となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

将来の事業費の予測 

経常損益の推移 内部留保資金の推移 

施工現場の様子 
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４．水道料金改定後の試算について 

 料金改定を行った場合の利益及び内部留保資金の試算を以下の４パターンで行いました。 

 ・令和４年１０月に現行料金より改定率１０％増にて算定・・・① 

 ・令和４年１０月に現行料金より改定率２０％増にて算定・・・② 

・令和４年１０月より５年ごとに改定率５％増にて算定・・・③ 

 ・令和４年１０月より５年ごとに改定率１０％増にて算定・・・④ 

これらの試算を検討した結果、内部留保資金の積立額を考慮したうえで、使用者の負担増加を 

緩やかにするため、段階的に 5年毎に１０％の改定を基本とすることが妥当であると判断しまし 

た。（令和 9年度以降の料金改定につきましては、決定ではなく、今後の経営状況及び社会情勢 

等を考慮しながら判断してまいります。） 

なお、令和２年度の全国平均改定率は、８.２％で、平均改定期間は、３.０年となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
本組合では、「安全」、「強靭」、「持続」の視点を柱に、水道事業を健全な形で持続させるため、

計画的・効率的かつ効果的な施設更新を進めていくとともに、持続可能な事業運営を行ってま

いります。 

詳しくは「八代生活環境事務組合新水道ビジョン」「八代生活環境事務組合水道事業経営戦略」

を組合ホームページにて公開していますので、ご覧ください。 

 

 

お問合せ 

八代生活環境事務組合 

〒８６９－４６０２ 熊本県八代郡氷川町宮原６７９－４ 

TEL：０９６５－６２－２０４９ FAX：０９６５－６２－４８２９ 

ホームページ：http://seikatsu.yatsushiro.jp/ 
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【単位：千円】

内部留保資金・・・

利益 ・・・

③と④のパターンで料金改定を行った場合の利益と内部留保資金の推移 

 


